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俳
　
句

あ
し
た
待
つ
銀
の
産
毛
や
辛
夷
の
芽 		

馬
　
頭

　
　
塚
原

　
　
廣

農
継
ぎ
て
覚
悟
新
た
に
田
打
ち
せ
り

　
　
　
　
　
　	

松
　
野

　
　
鈴
木

　
君
枝

下
萌
え
の
色
濃
く
な
り
し
今
朝
の
雨

　
　
　
　
　
　	

松
　
野

　
　
大
高

　
富
美

濡
れ
そ
ぼ
つ
峡
の
一
灯
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　	

小
　
川

　
　
小
川
の
ぶ
子

ぶ
ら
ん
こ
を
こ
ぐ
だ
け
こ
い
で
恋
知
ら
ず

　
　
　	

久
那
瀬

　
　
堀
江

　
直
子

寒
月
を
迎
へ
し
街
の
寝
し
ず
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　 	

三
　
輪

　
　
永
森

　
悦
子

　
　

短
　
歌

若
き
頃
は
母
に
似
て
る
と
言
わ
れ
い
ま
父
に
似
る
と
も
言
わ
れ
嬉
し
き

　
　
　
　
　

小
　
川

　
　
平
澤

　
照
雄

助
手
席
は
花
に
疲
れ
て
眠
る
ひ
と
た
だ
安
心
と
い
ふ
つ
な
が
り
に

　
　
　

小
　
川

　
　
佐
藤

　
孝
子

戦
争
も
町
合
併
も
見
定
め
て
老
朽
化
せ
し
「
那
珂
橋
」
は
消
ゆ

恩
　
田

　
　
上
杉

　
里
子

数
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
顔
み
せ
ぬ
職
員
あ
り
て
今
日
も
さ
び
し
き

盛
　
泉

　
　
佐
藤

　
　
茂

け
ぶ
る
が
に
朝
よ
り
雨
の
降
る
宵
に
産
声
の
ご
と
雨
蛙
な
く大

　
内

　
　
薄
井

　
キ
イ

永
年
の
厳
し
き
農
に
疲
れ
た
る
腰
労
わ
り
て
立
ち
鍬
を
買
う盛

　
泉

　
　
岡

　
イ
チ
エ

　
　

川
　
柳

野
良
仕
事
中
途
半
端
で
立
ち
話	

小
　
川

　
　
平
澤

　
照
雄

石
投
げ
た
記
者
も
被
っ
て
い
る
火
の
粉

　	

谷
　
田

　
　
岡
崎

　
甫
子

接
点
の
な
い
価
値
観
を
諦
め
る

　
　
　
　
　	

薬
　
利

　
　
大
嶹

　
克
明

野
良
子
猫
い
つ
か
我
が
家
の
顔
で
い
る	

大
山
田
下
郷

　
佐
藤

　
有
紀

空
元
気
出
し
て
も
歳
に
勝
て
ぬ
足	

小
　
砂

　
　
笹
沼

　
季
子

広
報
文
芸

◇
『
こ
こ
は
ボ
ツ
コ
ニ
ア
ン
』　

宮
部
み
ゆ
き
／
著
（
集
英
社
）

◇
『
猫
背
の
虎
』　

真
保
裕
一
／
著
（
集
英
社
）

◇
『
玉
村
警
部
補
の
災
難
』　

海
堂　

尊
／
著
（
宝
島
社
）

◇
『
Ｐ
Ｋ
』　

伊
坂
幸
太
郎
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
星
に
願
い
を
、
月
に
祈
り
を
』　

中
村　

航
／
著
（
小
学
館
）

◇
『
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟
』　

東
野
圭
吾
／
著
（
角
川
書
店
）

◇
『
散
り
椿
』　

葉
室
麟
／
著
（
角
川
書
店
）

◇
『
田
中
慎
弥
の
掌
劇
場
』　

田
中
慎
弥
／
著
（
毎
日
新
聞
社
）

◇
『
夜
鳴
き
め
し
屋
』　

宇
江
佐
真
理
／
著
（
光
文
社
）

◇
『
三
匹
の
お
っ
さ
ん
ふ
た
た
び
』　

有
川　

浩
／
著
（
文
藝
春
秋
）

◇
『
父
・
金
正
日
と
私
』　

五
味
洋
治
／
著
（
文
藝
春
秋
）

◇
『
日
本
人
の
知
ら
な
い
日
本
語
３
』　

蛇
蔵
／
著
（
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

◇
『
池
上
彰
の
や
さ
し
い
経
済
学
』　

池
上　

彰
／
監
修
（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）

◇
『
へ
い
わ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
』　

浜
田
桂
子
／
作
（
童
心
社
）

　

「
は
や
ぶ
さ
」
風
味
の
無
人
探
査
機
が
、
バ
ナ
ナ
型
宇
宙
人
を
夢
想
す
る
と
い

え
な
く
も
な
い
表
題
作
、
林
檎
を
求
め
る
旅
人
が
、
無
限
に
拡
が
る
時
計
の
街
を

往
く
ら
し
い
「
エ
デ
ン
逆
行
」
な
ど
、
Ｓ
Ｆ
か
ら
幻
想
小
説
ま
で
、
９
篇
で
語
ら

れ
る
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
わ
か
り
や
す
く
、
そ
の
く
せ
深
い
、
人
生
と
世
界
に

関
す
る
作
品
集
。
芥
川
賞
受
賞
後
第
一
作
。

　

父
の
転
勤
で
、
少
年
は
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
に
転
勤
す
る
。
少
年
の
名
は
響
。

　

英
語
が
わ
か
ら
ず
、
友
達
も
い
な
い
の
で
、
最
初
は
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
新

た
な
生
活
が
始
ま
る
。

　

あ
る
日
、
家
の
裏
庭
に
続
く
森
で
、
響
は
不
思
議
な
少
女
に
出
会
う
。
響
は
、

森
の
動
物
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
少
女
の
優
し
さ
に
心
ひ
か
れ
て
い
く
。
だ
が
、

少
女
に
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い
秘
密
が
あ
っ
た
・
・
・
。

　

楽
し
い
日
々
、
そ
し
て
別
れ
。
少
年
の
成
長
を
み
ず
み
ず
し
く
描
い
た
物
語
。

　

地
球
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
る
科
学
者
が
い
る
。
大
気
の
声
、
海
の
声
、

火
山
の
声
、
そ
し
て
大
地
の
声
。
こ
の
、
大
地
の
声
を
聞
く
の
が
、
地
震
学
者
と

い
わ
れ
る
人
た
ち
。

　

地
震
学
者
の
著
者
が
、
地
震
の
正
体
か
ら
、
地
震
と
津
波
の
発
生
原
因
、
巨
大

地
震
に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ
る
現
象
、
命
を
守
る
た
め
に
人
び
と
が
で
き
る
こ

と
ま
で
を
解
説
す
る
。

『
バ
ナ
ナ
剥
き
に
は
最
適
の
日
々
』	
円
城
　
塔
／
著
（
早
川
書
房
）

『
心
の
森
』	

小
手
鞠
る
い
（
金
の
星
社
）

『
地
球
の
声
に
耳
を
す
ま
せ
て
』	

大
木
聖
子
／
著
（
く
も
ん
出
版
）

那珂川町
図書館

再生可能エネルギーの時代③

環境総合推進室
☎0287－92－1110

　

今
回
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

中
か
ら「
風
力
発
電
」を
紹
介
し
ま

す
。

　

風
力
発
電
は
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

約
40
％
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換

で
き
る
と
て
も
効
率
の
良
い
装
置

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
風
車
を
回
し
て
電
気
を
作
る
。

　

風
力
発
電
に
使
わ
れ
る
風
車
は

大
き
い
も
の
で
直
径
が
90ｍ
以
上
も

あ
り
ま
す
。そ
の
巨
大
な
プ
ロ
ペ
ラ

を
風
の
力
で
回
転
さ
せ
、そ
の
回
転

力
で
発
電
機
を
回
し
て
電
気
を
作

り
ま
す
。そ
し
て
、風
は
な
く
な
る

こ
と
の
な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

り
、安
定
し
た
風
力
の
得
ら
れ
る

海
岸
線
の
長
い
日
本
に
適
し
て
い
ま

す
。ま
た
、発
電
す
る
と
き
に
二
酸

化
炭
素
を
出
さ
ず
、地
球
温
暖
化

防
止
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）は
あ
ま
り
身
近
で
は
な
い

し
自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
う
人

も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、い
ま
日
本
で
は
男
性
か
ら
身
体

に
対
す
る
暴
行
を
受
け
た
経
験
が

あ
る
女
性
は
４
人
に
１
人
、配
偶
者

間（
内
縁
を
含
む
）に
お
け
る
犯
罪

で
、３
日
に
１
人
妻
が
夫
に
殺
さ
れ

て
い
ま
す（
内
閣
府
統
計
）。他
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
23
年
中
に
全
国
の
警
察
本

部
が
取
り
扱
っ
た
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相

談
は
、統
計
の
残
る
平
成
15
年
以
降

で
過
去
最
多
だ
っ
た
と
新
聞
報
道

さ
れ
ま
し
た
。年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
Ｄ
Ｖ
を
取
り
上
げ
、シ
リ
ー
ズ
で

掲
載
し
ま
す
。

【
Ｄ
Ｖ
と
は
】

　
「
親
密
な
関
係
に
あ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
」の
こ
と
を
い
い

ま
す
が
、「
暴
力
」の
形
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

【
暴
力
の
種
類
】

一　

身
体
的
暴
力
…
殴
る
・
蹴

る
・
平
手
で
う
つ
・
物
を
投
げ

る
・
首
を
絞
め
る
な
ど

二　

精
神
的
暴
力
…
何
を
言
っ
て

も
無
視
す
る
・
の
の
し
る
・
お
ど

す
・
恥
を
か
か
せ
る
な
ど

三　

性
的
暴
力
…
性
行
為
の
強

要
・
避
妊
に
協
力
し
な
い
・
ポ
ル

ノ
を
無
理
や
り
み
せ
る
な
ど

四　

経
済
的
暴
力
…
生
活
費
を
渡

さ
な
い
・
金
銭
的
な
自
由
を
与
え

な
い
・
外
で
働
く
こ
と
を
禁
じ
る

な
ど

五　

社
会
的
暴
力
…
人
間
関
係
、

行
動
を
監
視
す
る
・
実
家
や
友
人

と
の
付
き
合
い
を
制
限
す
る
な
ど

　

男
性
が
女
性
に
何
か
を
伝
え
よ

う
と
す
る
と
き
、
相
手
が
配
偶
者

や
交
際
相
手
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

暴
力
が
正
当
化
さ
れ
て
い
い
わ
け

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｄ
Ｖ
の
問
題
は
、
決
し
て
特
殊

で
例
外
的
で
は
な
く
、
夫
婦
げ
ん

か
や
男
女
の
気
ま
ぐ
れ
と
い
う
次

元
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。陰
湿
で
、継

続
的
で
、時
と
し
て
生
死
の
か
か
わ

る
よ
う
な
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

あ
な
た
や
、あ
な
た
の
身
の
回
り

の
友
人
、親
族
に
心
あ
た
り
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
何
か
気
づ
く
こ
と
が

あ
っ
た
ら
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
パ
ー
プ
ル
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０
・
９
４
１
・
８
２
６

（
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
無
料
通
話
）

※
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン（
右
）は
、女
性
へ

の
暴
力
の
根
絶
や
膵
臓
が
ん
の
啓
発

と
撲
滅
な
ど
、社
会
や
医
療
の
各
分
野

で
用
い
ら
れ
る
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス・
リ
ボ

ン
で
す
。

●
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

☎
０
２
８
（
６
６
５
）
８
７
２
０

（
月
～
金
）
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
８
時

（
土
・
日
）
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時

●
女
性
支
援
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
８
（
７
９
３
）
０
０
１
８

（
月
・
水
）
午
後
４
時
～
８
時

（
土
・
日
）
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時

◆
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
っ
て
な
に
？

　

大
型
風
車
が
何
台
も
並
ん
だ
姿

を
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？ 

大
型
の
風
力
発
電
機
を
た
く

さ
ん
並
べ
て
建
設
し
、大
規
模
な
風

力
発
電
を
行
っ
て
い
る
場
所
を
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

個
々
の
風
力
発
電
機
は
、風
量
に

よ
っ
て
発
電
量
が
変
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
全
体
で

み
れ
ば
安
定
的
な
発
電
量
が
確
保

で
き
ま
す
。

　

現
在
は
山
地
や
沿
岸
部
に
見
ら

れ
ま
す
が
、海
上
に
建
設
す
る
海

上
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
構
想
も
あ

る
そ
う
で
す
。

※
次
回
は
、バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て

　

ご
紹
介
し
ま
す
。

  

女
性
の
た
め
の
相
談
室

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・

バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）と
は
」

配偶者からの被害経験の有無

内閣府男女共同参画局調

（平成23年度）

何度もあった

1，2度あった

まったくない

無回答

7.3％

18.9％

72.0％

1.8％


